
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
日口鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2014 年 10 月号（vol.7） 

◆父、樋口尚豊◆ 

こんにちは、お世話になっております。日口鋼管代表の樋口です。ひぐちん通信

第７号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて９月２６日に父、樋口尚豊が亡くなりました。享年７３歳でした。２９日の通夜、

３０日の告別式も滞りなく無事に終えることができました。多くの方にご会葬いただ

き、父も大変喜んでいることと思います。今回のひぐちん通信では、そんな父のこと

を振り返ってみたいと思います。 

父は香川県出身で、７人兄弟の５番目に生まれました。高校を卒業後、集団就職

で大阪に出てきまして、中川鋼管株式会社にお世話になりました。そこで１０年働い

て２８才のとき（昭和４５年）に退職、そして独立しました。父から聞きましたが周囲の

人たちからは｢樋口君は辞めるべくして辞めた｣｢独立すべくして独立した｣と言われ

たそうです。父の性格から、おそらく組織には向かなかったのだろうと思います。 

父は２４才の時に同郷の母と結婚しました。そして、しばらくして家を買いました。

その家はわずか８坪の２階建てでしたが、一家の主として城を持ったと喜んだそうで

す。私もそこに小学校５年生まで住んでいました。いまその家は義理の兄が住んで

いますが、いま見ると本当にちっちゃいのです（笑）。家の前には川が流れ、川辺に

はイチジクの木が植わっていました。その実がなったときには、よく木によじ登って

取って食べました。今はもうその木はありません・・・。 

月日は流れ、私が平成５年４月に父の会社に入ってからは、父親と息子という 

関係上、経営方針でいろいろとぶつかりました・・・。やはり息子というのは創業者で

ある父とは違って何の実績もないので、なんとか自分を大きく見せようとしていたの

でしょう。常に何か新しいことをやろうとして、それに対し、いい意味で父が壁になっ

てくれていました。 

その父も、８年前の６５歳のときにパーキンソン病を患ってしまいました。私はある

日、病床の父に尋ねたことがありました。会社を運営していくにあたって、いろいろ

考えていたこととか、今の時代で言うところのビジョンや夢とかそういう （裏面へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに）         

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：ゴルフ・映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆発行者コラム◆ 

私には、大変親しくしていただいている同世代の二代目の経営者の方がいます。

その方は私より早くにお父様を亡くされており、私が父の葬儀のことを考えるように

なったときに相談させていただきました。すると｢樋口さんのところのお父さんも創業

者なんやから、盛大に送ってあげなあかんよ。うちも盛大にしたよ｣とのこと。たしか

にそうだと思った私は、４００名ほど入る会場を借りることにしました。そして、お通夜

当日は席が足りなくなるほど多くの方にご参列いただきました。父も大変喜んでいる

ことと思います。皆様、本当に本当にどうも有り難うございました。樋口浩邦 

（続き→） ものを持って経営をしていたのですか？と。すると父は言いました。  

｢いや、なりゆきや～｣。私は内心｢おもしろいことを言う人だなぁ｣と思ったのですが、

よくよく考えてみると、それはおそらく日々、目の前の課題に向き合って一所懸命に

生きてきたということを言いたかったのだろうと思います。 

真面目に一所懸命やっていれば、自然に信用がついてきて周囲の協力を得られ

るようになる。そういう考え方なのだろうと思います。実際、土地を買うにしろ工場を

建てるにしろ、自然とそうなっていったという話をされていました。もちろん、全てが 

順風満帆だったわけではなく、むしろ苦労の方が多かったと思います。それでも地に

足をつけて生きてこられた父のおかげで、今の日口鋼管があるのだと思います。 

ちなみに、古くから会社を支えてくれている従業員たちは口を揃えて、会長は私た

ちには優しかったと言っています。その一人は親が中国残留孤児で、親類を頼って

来日し、日本語もまだままならない時に当社に入社しました。彼は「妻や子供もいろ

いろと面倒を見てもらった。会長は日本のお父さんのような存在です」と言ってくれて

います。その父も今年の６月に誤嚥性肺炎を併発してしまい、その３ヶ月後に帰らぬ

人となりました。これからは、天国から見守ってくれているそんな父に恥じぬよう、 

私自身、目の前の課題に向き合いながら地に足をつけた経営を心がけ、日口鋼管

を盛り立てていきたいと思います。皆様、どうぞよろしくお願い申し上げます。 


